
ま
え
が
き 

 
私
の
故
郷
、
信
州
佐
久
郡
鎰
掛
村
（
現
小
海
町
）
は
日
本
一
の
大
河
千
曲
川
の
上
流
、
佐
久
平
の

一
角
に
あ
る
。
か
つ
て
、
こ
の
地
域
は
、
度
重
な
る
自
然
災
害
に
加
え
、
各
地
の
土
豪
同
士
の
争
い

が
繰
り
返
さ
れ
、
果
て
は
武
田
信
玄
の
信
州
攻
略
と
、
こ
れ
を
迎
え
撃
つ
村
上
義
清
と
の
絶
え
間
な

い
攻
防
に
よ
り
、
こ
こ
に
住
む
農
民
に
と
っ
て
生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
。 

漸
く
安
寧
の
と
き
を
迎
え
た
の
は
、
秀
吉
が
天
下
を
平
定
し
、
戦
国
武
将
仙
石
権
兵
衛
秀
久
が
、

小
諸
五
万
石
に
封
ぜ
ら
れ
て
か
ら
で
あ
る
。 

私
の
故
郷
が
開
村
し
た
の
は
、
秀
久
入
封
し
て
間
も
な
く
千
曲
川
の
段
丘
上
の
福
山
川
原
に
秀
久

に
よ
っ
て
新
田
開
発
が
命
じ
ら
れ
、
そ
の
後
三
十
年
の
歳
月
を
経
て
、
元
和
六
年
（
１
６
２
０
）、
秀

久
の
息
子
忠
政
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
佐
久
地
方
の
人
々
に
と
っ
て
、
秀
久
の
評
判
は
決
し
て
良
く
な
い
。
我
が
故
郷
に
と

っ
て
は
開
村
の
恩
人
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

仙
石
氏
は
、
小
諸
入
封
後
、
わ
ず
か
三
十
三
年
で
隣
の
上
田
領
に
移
封
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
八
十

四
年
後
に
は
、
但
馬
出
石
（
現
兵
庫
県
）
に
国
替
え
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
一
戦
国
大
名
と
其
の
末
裔
達
の
跡
を
た
ど
る
と
、
江
戸
幕
府
の
膝
下
に
組
み
伏
せ
ら
れ
な
が

ら
、
二
度
に
わ
た
る
国
替
え
に
よ
る
財
政
危
機
を
、
必
死
に
潜
り
抜
け
、
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る
。 



歴
史
は
、
勝
者
の
み
に
よ
っ
て
書
き
残
さ
れ
る
と
言
う
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
諸
大
名
同
士

の
養
子
縁
組
や
、重
婚
な
ど
が
繰
り
返
さ
れ
た
た
め
、薄
弱
な
子
弟
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

そ
う
し
た
中
で
、
仙
石
家
は
、
藩
祖
秀
久
よ
り
一
系
の
元
に
受
け
継
が
れ
、
藩
主
自
ら
直
裁
の
元

に
、
藩
政
改
革
に
取
り
組
む
ほ
ど
の
英
邁
な
藩
主
が
多
か
っ
た
。
仙
石
家
が
辿
っ
た
夫
々
の
時
代
背

景
と
、
残
さ
れ
た
文
書
か
ら
、
仙
石
家
が
く
ぐ
り
抜
け
た
歴
史
の
真
実
は
何
で
あ
っ
た
か
探
っ
て
み

た
。 な

お
、
執
筆
の
途
中
で
、
様
々
な
古
文
書
を
参
考
に
従
来
の
仙
石
騒
動
の
通
説
を
覆
す
名
著
「
仙

石
騒
動
」
を
著
さ
れ
た
宿
南
保
先
生
に
お
会
い
で
き
る
幸
運
に
恵
ま
れ
、
様
々
な
、
有
意
義
な
御
意

見
を
頂
い
た
。 

ま
た
、
上
田
市
立
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
、
出
石
町
史
の
内
容
の
一
部
を
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
改
め
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

著
者 


